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前回、香港から風水木の保護にまつ

わるお話を報告させていただきました

が、その後日本に約 1年滞在の後、現

在はGENの活動拠点である山西省の西

隣、映西省北部の農村に調査のために

滞在しているので、今日はそのご報告

をさせていただきます。ここはかねて

より訪れていた村で、GENの会合でも

何度かご紹介している地域ですので、

お馴染みの方も少なくないかもしれま

せん。

映北地域は、山西省と同じく主とし

て黄土高原にあり、客洞建築を主とす

る農家が黄土高原の食谷に点在してい

ます。降水量はやはり年間囀hm前後
で、北の長城線を境に沙漠と草原が交

差する地域でもあります。ただ、沙漠
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の点在する楡林地区では灌漑農業や羊

毛加工業などで比較的豊かな地域が多

く、灌漑による水田で米の生産もでき

るほど恵まれた環境であるのに対し、

米脂県や綾徳といった隣接する黄土高

原地帯では、小麦の生産もままならず、

「小米」と呼ばれるアワやコーリャン、

トウモロコシ等が主たる農作物、と山

西省とほぼ同様の条件にあります。な

かでも黄河沿いの佳県は貧困県のひと

つで、むき出しになった岩場の急斜面

にわずかに残る黄土に作物を植える農

民の姿は、この地域の経済の難しさを

ひしひしと実感させるものでした。

そうした困難な状況のなかで、数年

来豊作続きであったこの陳北地区は、

今年近年まれにみる干ばつにみまわれ、

数か月間ほとんど雨が降らないために、

農民は春の植え付けもできずに、乾燥

して風に舞い飛ぶ黄土の土を耕しつつ

ひたすら雨を待っていました。そんな
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の生活は天に頼っている、もし天が雨

を降らせてくれなかったら、子どもを

飢えきせるしかない)」 と半ばあきら

めた表情で言うばかりです。人民公社

時代に、山

の中腹にた

め池をつく

り、集中的

に降る雨を

ためようと

の努力もお

こなわれま

したが、そ

こでためら

れ る水 は

灌漑の役に

立つにはほ

どとおい量

で、またた

め池用につ

くられたく

ぼ地も夏の集中豪雨でまたたく間に押

し流されてしまったということで、今

はまた昔と同じ、「天に頼る」生活で

す。

ところでそんな農民の現在の最も切

実な訴えは、幹部の腐敗と社会の不公

正に向けられていました。少し親しく

なると必ずと言っていいほど、地方幹

部に対する不満を聞くことになります。

そのひとつは、上級の幹部が村にやっ

てきては派手に飲み食いして、村の財

政を悪化させていること。しかもその

財源は、かつて自分たちが汗水流して

つくった「棚田」や「覇田 (川の上を

埋め立ててつくった畑 )」 を農民に

「売る (実際は有償で貸し出している

のだが、農民は売っていると解釈す

る)」 ことによって得たもので、そう

した村政府のやり方にも不公正感がつ

のっているようでした。実際にわれわ

れの滞在中にも、兵役から帰ったとい

う理由で仕事をあてがわれた郷幹部が、

昼から白酒とビールを飲んでマージャ

ンに興じているのを何度も目にしまし

た。ちなみに、われわれの滞在する村

で、幹部の飲食費 (接待費)は年間

6,000元 にもおよぶということです。

これは、一戸あたりの年間収入が

1,000元に満たないことの多いこの村

で (それでも、山西省より恵まれてい

ますが)、 大きな負担であることは想

像にかたくないでしょう。また、近く

の県城では麻薬の売買で昨年多数の幹

部が逮捕されるなど、おおやけに問題

となっているものだけでも、数をあげ

れ|ゴきりがないほどです。そんななか

で、今はぎりぎりのところで我慢をし

ているが、もう少し深刻化すれば、ど

うなるかわからない…ともらす農民も

ありました。

80年代後半に都市で鬱積していたよ

うな不満が、90年代にはいって、農村

の基層部へと広がりはじめた感のある

今回の滞在でした。
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前回、近年の状況について悲観的な

ことばかりを述べましたが、日常的に

そういった不満が語られるわけではな

く、むしろふだんは農作業とそ |ン て村

σ)中でのおしゃべ |)、 そヒンてとき(こ は

II「 1、 1「||111い た |)、 廟で演じらブl´ 1)隊 1や

結tiltな ど(フ )行事に出向いた11)、 とノ、

びヒ|ま生活を楽しんでいます むろん
そltは 、80年代以降生i活が lf_1占 |いたこ

とと無縁ではありませんが、それにつ

れて、廟やお祭 |)も 年々華やかさをIR

I〕 戻しつつあります。

そんななかで、農家のヤオトンに下

宿し、生活をともにしながら調査をお

こなっているのですが、今回はそこで

得たアイデアをひとつご紹介したいと

思います。

農家の食事は主として「小米稀飯」

というアワ粥と特産のじゃがいもやさ

つまいもを料理したもの、ときわめて

シンプルなものですが、それを食べな

がらいつも感じるのは、一般に「貧し

い」 と言われているこうした食事が、

身体に大変心地よいことです。これは

個人的な体質によるところも大きいの

かもしれませんが、高カロリー高蛋白

の食事では、食がすすまなかったり、

胃がもたれることが多いのに、村に来

るといつも食欲が増して、体調がどん

どん良くなっていくのです。中国では

このアワ粥は「養身」といって、消化

や吸収が良いため、都市でも病後の人

や妊産婦などは、これを食べるといい

ます。

こうして私も映北ですっかり「アワ

粥」に慣れ親しんでしまい、今回一時

帰国の際にも自分用に一袋持ちかえり、

の 2

村の人に教えられたとおりに炊いて食

べるようになりましたこところが、帰

国後報告会をかねて友人たちを自宅に

オ召いた隅モ11、 こσ)「アワ粥」をつく 1́)
〔みたとこ/)、 これか人好言平で、みな

|:々 |二 「こ/レ な|二おいたノいとは矢「ドンな

か//1た |」 とヤi鮮な発見 考えてみれ
|ゴ、

「

iた
111、 |11と キ維穀類のつきあいは

むしろ米よ |)も 長いわけで、 人間が長
く|｀貫れ親しんできた味だったというこ

とでしょうか。むしろそういった雑穀

類を主とする食事を「貧しいもの」と

して省みず、高蛋白、高栄養のものば

かりを摂取しようとする現代の食生活

のほうが異常なのかもしれません。こ

の日は結局アワ粥の試食会となり、そ

こにいあわせた人たちで、もっと日本

人もアワの価値を見直した方がいいの

では、ということに話は発展しました。

そこで提案ですが、山西省で植林を

していることの往復活動として、現地

の食生活を二ちらでも紹介していって

はどうでしょうか。 こオ■から現地とは

長いつきあいをしてゆくのですから、

植林ツアー班もできるだけ、特に村に

滞在している間は、村の人が日常的に

食べている食事をともにし、自らの食

生活を見直すきっかけとしてはどうで

しょう。意外に新鮮な発見やおいしさ

に出会うかもしれません。アメリカで

は、健康食品として高額で売られはじ

めているというこの「アワ」。日本で

もいまは、健康食品店か小鳥のエサと

してペット屋さんくらいでしか見かけ

なくなってしまいました。まずは、手

始めにツアー班が持ちかえった「アワ」

で「アワ粥」試食会をやってみては?

黄土高原の生活文化紹介の拠点として日本に

ヤオトンがつくれたら… (険北の農家)

ちなみに、 5月 の世話人会では、私の

手料理 ? で試食済み (た だし、その
ときは最後に吹きこぼして、少々失敗

で したが・…・・)。

そしてさらなる「夢」は、黄土高原

の生活理解の拠点として、関西地区の

どこかに「客洞」をつくって、GEN
の研修をしたり、生活文化を体験した

りする場所を設けること。これはもち

ろん夢のまた夢ですが、ツアーで客洞

生活を経験した人には魅力ある話だと

思いませんか? 「客洞」研修所で事
前研修やツアーの同窓会をし、オンド

ルの上に座って、かまどの火で炊いた

「アワ粥」を食べる……。ただ、それ

にはまず、地震に強く安価な「日本式

新型客洞」を考案しなくてはいけない

かも知れませんね。

『

(前ページよりつづく)学校に果樹園
をつくる資金援助をしてくれました。

これはまたわが国政府が対内的に活発

化させ、対外開放の政策をとった成果

でもあるのではないでしょうか。

前後を思うと、私の心には激動が訪

れます。 1人の小学生として私は、よ

く勉強し、日に日に向上することを決

意しました。自分の2本の手をつかっ

て、祖国建設の事業をより高め、反映

させるためにがんばりたいと思います。

けさ友誼の樹を植えれば、明朝には

豊かな結実があるでしょう。

中日両国の平和友好が永遠につづく

ことを祈ります。

◇ジュニア会員 (中学生以下)=1,000円◇団体会員=12,000円◇賛助会員=1∞,000円◆会報購読のみ (年間)=2,000円


